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1 金井 ー ー 猛暑につき活動なし

2 手塚 8月31日 1 水辺の動植物部会と共同で生き物調査に参加

3 杉浦 ー ー 別記

協働 8月3日 武名瀬川農村環境保全会（生物調査）

協働 8月10日 蟹川農村環境保全会（生物調査）

協働 8月24日 五千石農村環境保全会（生物調査）

協働 8月31日
成田堰農村環境保全会の生物調査のお手伝いを、水辺部

会と昆虫部会の共同でしました。

5 杉浦 ー ー
ホタル公園の返却に伴い、そろそろメダカ公園から

飼育槽に移動させます。

6 菊田 8月27日 4

canadaから夏休みで帰国している、Y.Wさんの思い

出作りに、真岡市の井頭公園で野鳥観察を行いまし

た。※ゴイサギの幼鳥(10羽以上）の群れなど、貴

重な観察が出来ました。

※成鳥とは全く

色模様が異な

り、この時期を

ホシゴイと呼ぶ

7 平澤 8月28日 2

きのこ食育プロジェクトは、９月から各小学校との

打合わせが始まるので、その打合せ事項の内容を北

研と協議しました。

8月3日 児童
石橋公民館「石けんであそぶ、石けんをつくってみ

よう」
講師：川俣様

8月10日 児童
南河内公民館「石けんであそぶ、石けんをつくって

みよう」
講師：川俣様

8月23日 児童 「ピンホールカメラ」 講師：望月様

8月20日 児童 自然のたのしさ伝え隊 講師：中村節子様

8月27日 児童 自然のたのしさ伝え隊 講師：中村節子様

☆以上をもって、今年の自然のたのしさ伝え隊はこれで無事終了

となりました。

10 中村 8月24日 6

西側草刈りと通路の枯れ枝処理をしました。  ぷっ

くりとした立派なミョウガが採れました。毎年この

時期のお楽しみです

4  水辺の動植物部会 

岡本有機栽培部会

中村J

里 山 部 会

きのこ部会 

8月23日 12

地蔵山の落ち葉堆肥の状況を確認し、米ぬかのすき

込み作業を実施しました。

また、先月種まきを行った秋野菜の苗を配布しまし

た。さらに、ミニトマト糖度コンテストのリベンジ

マッチを開催し、優勝者が決定しました。
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昆 虫 部 会 

探 鳥 部 会 

植 物 部 会 

ジャコウアゲハ

保護部会

メダカ里親の会 

9

8 おもしろ理科教室



11 各務
8月16日

8月17日
18

国立那須甲子青少年自然の家にて星空観察会を行い

ました。夜はあいにくの雨で星空観察はできません

でしたが、夏の星空や彗星についてのスライドを観

て知識を深めました。

翌日は快晴となり、施設内の自然観察を行い、たく

さんの発見、体験ができました。

1 平澤 8月3日 協働 三昧場にて協働で整備しました。

➡ジャコウアゲハ：ジャコウアゲハは、年によっては今の季節に餌
不足になって、越冬個体数が極端に減ることがあります。これは、
年３回の発生サイクルから外れた群れが、ウマノスズクサを食べ
尽くすことが原因です。そこで、今年は、蔓巻公園において、広範
囲にウマノスズクサにネットを掛けて産卵を制限することを試みて
います。また、蔓巻公園では、東西の群落とも、ウマノスズクサの
新発芽に合わせて、群落を広げました。
ジャコウアゲハ産卵制限ネット（蔓巻公園）：背後の２本の支柱に巻いてあるの

は、サナギが猛暑の影響を受けづらくするためのシステムです（内田雅子さん施

工）

作業

ジャコウアゲハ関連

☆その他の活動

星 空 部 会


